
玉名市

ＰＴＡ連絡協議会だより

市
Ｐ
連
で
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
原
と
申
し
ま
す
。

本
年
は
コ
ロ
ナ
渦

に
よ
る
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
様
々
な
活
動
を

実
践
さ
れ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
活
動

を
通
し
て
の
苦
労
や

喜
び
は
、
気
づ
き
と

成
果
が
多
く
得
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
経
験
を
活
か
す

た
め
に
も
引
き
続
き
、

各
単
Ｐ
の
お
役
に
立

て
る
市
Ｐ
連
の
構
築

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

市
Ｐ
連
で
の
成
果

と
し
ま
し
て
は
、
①

５
年
後
の
県
Ｐ
研
究

玉
名
大
会
に
向
け
県

Ｐ
連
と
の
連
携
強
化

②
九
Ｐ
研
究
佐
賀
大
会

で
熊
本
県
を
代
表
し
、

滑
石
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「
地

域
と
の
連
携
・
協
働
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
素
晴
ら
し
い

研
究
討
論
を
展
開
。
玉

名
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き

く
貢
献
③
市
Ｐ
連
の
士

気
を
高
め
絆
を
深
め
る

挑
戦
と
し
て
、
玉
名
大

俵
ま
つ
り
に
市
Ｐ
連

チ
ー
ム
で
初
出
場
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
勇
姿
を
し
っ
か

り
と
見
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
成
果
が
得
ら
れ
た
の

は
、
役
員
と
一
丸
と
な

り
、
前
向
き
な
気
持
ち

で
挑
戦
し
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
「
最
高
の

仲
間
」
と
熱
い
思
い
を

共
有
し
な
が
ら
、
新
役

員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
間
、
最
高
の
学

び
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会
長

原
建
史
（
は
ら
け
ん
し
）

－１－

玉名大俵
ま つ り市P連チーム出場！

玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

(

以
下
、
市
Ｐ
連)

で
は
、
令

和
５
年

月

日
に
開
催
さ

れ
た
玉
名
大
俵
ま
つ
り
に
出

場
し
ま
し
た
。
原
建
史
会
長

が
市
Ｐ
連
の
理
事
会
の
中
で

参
加
を
呼
び
か
け
、
役
員
を

中
心
に
チ
ー
ム
を
結
成
。
ほ

と
ん
ど
が
初
参
加
の
メ
ン

バ
ー
に
も
関
わ
ら
ず
１
分

秒
の
好
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
決
勝
に
は
進
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
Ｐ

連
の
結
束
が
一
層
強
ま
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
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会場と
テーマ

活動報告

市
Ｐ
連
で
家
庭
教

育
部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

峰
と
申
し
ま
す
。

家
庭
は
「
子
ど
も

が
最
も
安
心
で
き
る

居
場
所
」
「
社
会
で

生
き
て
い
く
力
を
身

に
つ
け
る
場
所
」
と

な
る
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
地
域
活
動
・
行

事
等
に
参
加
し
、
学

校
・
地
域
と
連
携
を

取
り
、
様
々
な
活
動

を
経
験
し
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子

ど

も

た

ち

は

日
々
成
長
し
、

同
時

に
社
会
も
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が

た
く
ま
し
く
育
ち
、

希
望

あ
る
将
来
へ

突
き
進
む
た
め
に
も
、

出
来
る
だ
け
多
く
の

選
択
肢
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
ま

す
。
自
分
の
思
い
通

り
行
か
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
、
い
ろ
い
ろ

な
選
択
肢
の
中
か
ら

選
び
考
え
る
力
や
、

い
ろ
い
ろ
な
環
境
下

に
お
い
て
も
適
応
で

き
る
能
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
、
そ
の

た
め
に
も
親
も
一
緒

に
学
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
、
様
々

な

経

験

・

知

識

、

人
々
と
の
繋
が
り
を

得
ら
れ
た
こ
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の

た
め
有
意
義
な
協
議

会
と
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

熊本県ＰＴＡ連合会が主催する「第49回熊本県

ＰＴＡ研究大会あしきた・みなまた大会」が令和

５年11月11日に、芦北町・津奈木町、水俣市の

３会場で開催され、玉名市からは122名のＰＴＡ

会員が参加しました。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
親
も
学
ぶ

令
和
５
年
度

玉
名
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

家
庭
教
育
部
長

峰
明
子
（
み
ね
あ
き
こ
）

－２－

第４９回熊本県ＰＴＡ研究大会

芦北キャンパス

テーマ「防災」

津奈木キャンパス

テーマ「地域教育」

水俣キャンパス

テーマ「環境」

つなぐ大学

今回の大会では、人や物事の様々なつながりを

大切にし、それをつくることのできる「つなぐ

人」を育てることを目的に開催。大会を学びの場

として過ごせるよう、３会場それぞれを「キャン

パス」と位置づけ「つなぐ大学」としてデザイン

し開催されました。３会場あわせおよそ２千人の

ＰＴＡ会員が、人や地域のつながりの大切さを学

びました。

写真はすべて芦北キャンパスのものです。講演のほかアトラク

ションや展示なども。次年度開催地である阿蘇市からのキャラバ

ン隊のＰＲもありました。

あしきた・みなまた大会



活動報告

玉名市ＰＴＡ連絡協議会家庭教育部会では

２月２日に、玉名市内のＰＴＡ会員を対象と

した家庭教育研修会を開催しました。

この研修会は、ＰＴＡや学校活動の向上を

図るために毎年開催しているものです。今回

は、玉名市内の小中学校のＰＴＡら86名が参

加。講師には、社会医療法人愛育会・福田病

院助産師の池田夕希さんをお招きし「『大切

ないのち』～助産師の立場から～」と題しお

話しいただきました。

家庭教育部研修会『大切ないのち』～助産師の立場から～

とても

良かった

（５１名）

良かった

（１８名）

研修会のご感想

毎日生活をしていると、生まれてきてく

れたことを忘れてしまいます。それを忘

熊本県が性感染症になる人が多い事や、

熊本の中絶率がワースト２位という高

れず親として、戻って

こられるやどり木のよ

うな家（親）でありた

いと思いました。

さに驚きました。自

宅でも子どもたちへ

の性教育を続けてい

きたいと思います。

子供が困った時に 頼れる、相談できる

人でありたいです。お話を聞かせていた

性教育等だけではなく、子育ての話が

あって良かった。親子で聞くべき内容

だきありがとうござ

いました。お話はと

ても面白く、勉強に

なりました。

でした。性教育につい

て、今回のように第三

者から学ぶのも良いと

感じました。

参加してみての感想

アンケート回答者６９名
参加者数８６名

その他、「普通」、「あまり良く
なかった」、「良くなかった」の
選択肢はすべて０名でした。

家庭教育部玉名市ＰＴＡ連絡協議会

－３－

性教育は命の授業

研修では、池田さんが実際に中学校等で

行っている性教育の内容や、性やいのち等に

まつわる様々なことをお話されました。「性

教育は心育てであり“いのち”の教育」「命

の尊さを伝え自分と他者の命を大切する行動

のとれる大人に導くこと」と話されました。↗

↗参加者からは「親になったことを思い出し感

動した。今、この時の子育てを大切にしてい

きたいと思う」等の感想が上がりました。

「今後、どのようなテーマ・内容の講演会に参加したいですか？」の問いへの回答としては、「今回のような命・性教育」

「子どもへのお金の教育や防犯教育」「災害関係」「時代に合ったもの」「スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカー」等の回答が寄せられました。今後の運営の参考とさせていただきます。



熊本県ＰＴＡ共済に関するご質問やご連絡

■共済の対象となる活動の範囲、事故発生時の手続き、様々な手続きに必要な書類

など、お気軽にお問い合わせください。■熊本県ＰＴＡ教育振興財団事務局： （共済契

約の手続）☎0800－200－5553 （共済金請求の手続）☎096－223－7119

■ 玉名市ＰＴＡ連絡協議会だより ■ 令和６年３月発行

■ 発行 玉名市PTA連絡協議会事務局 （玉名市役所コミュニティ推進課内） ☎０９６８－７５－１３１２

■ 会員等の数Ｐ会員 ３,７２７名 Ｔ会員 ４３５名 児童・生徒数 ４,８４２名

－４－


